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● いきいき農地活用キャンペーン実施中！
● 災害時の避難行動 要支援者名簿、個別計画作成にご協力を！
● 「山王橋」に橋名板を揮毫
● 日帰り研修会ご案内（町老人クラブ連合会）
● 養蜂のお知らせ
● ９月１０日は『下水道の日』
● 動物愛護月間
● ご存じですか？建退共制度
● ハロートレイニングでスキルアップ
● コミュニティバス路線を追加（運行ダイヤ改正）
● 住宅・土地統計調査にご協力を！
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農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、「
い
き
い
き
農
地
活

用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
称
し
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は

　
耕
作
放
棄
地
や
違
反
転
用
を

防
止
・
解
消
し
、
農
地
の
有
効

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内

に
あ
る
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

耕
作
し
な
い
で
い
る
と

　
農
地
と
し
て
の
価
値
を
損
な

う
だ
け
で
な
く
、
病
害
虫
の
発

生
や
獣
害
被
害
に
つ
な
が
り
、

周
辺
農
地
の
営
農
条
件
に
い
ち

じ
る
し
く
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
農
地
が
遊
休
化
し
な
い
よ
う

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
利
用
権
設
定
で
農
地
の
有

効
利
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
所
有
し
て
い
る
農
地
の
保
全

管
理
が
難
し
い
場
合
は
、
周
辺

農
業
者
に
利
用
権
設
定
を
依
頼

し
、
農
地
を
貸
借
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　
農
地
利
用
権
設
定
な
ら
、
借

用
期
間
満
了
後
に
、
離
作
料
を

支
払
う
こ
と
な
く
農
地
を
返
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

安
心
し
て
契
約
で
き
ま
す
。

　
農
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

大
切
な
農
地
を
次
世
代
へ

　
農
地
は
、
食
糧
を
安
定
供
給

す
る
た
め
の
重
要
な
生
産
基
盤

で
あ
り
、
環
境
保
全
の
観
点
か

ら
も
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　
適
切
な
管
理
で
、
大
切
な
農

地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問 

振
興
課
内農

業
委
員
会
事
務
局

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
２
０
２
３
年
後

期
の
・
学
部
開
放
授
業
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
授
業
は
基
本
的
に
対

面
で
実
施
し
ま
す
が
、
状
況
次

第
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
　
程
　

　
10
月
～
翌
年
２
月
の
土
曜
日

に
順
次
開
講
。

◆
授
業
科
目
・
定
員

〇
学
部
開
放
授
業

（
各
科
目
定
員
15
～
30
人
・
先
着
）

「
地
域
観
光
戦
略
論
Ａ
」「「
き
の

く
に
文
学
」
名
作
案
内
」、「
郷

土
の
食
文
化
か
ら
考
え
る
食
の

危
機
」

◆
申
込
締
切
日

〇
学
部
開
放
授
業

　
９
月
12
日
㊋

問 

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

☎
２
３
‐
３
９
７
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(https://w
w

w
.w

akayam
a-u.ac.jp/

k
ii-p

lu
s/n

an
k
i-k

u
m

an
o
)

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
上
富
田
町
の
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録

状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
領
収
書
等
は
、
順
次
対

応
予
定
で
す
。

※
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使

用
料
の
適
格
請
求
書
は
、「
上

下
水
道
使
用
料
金
通
知
書
」

の
名
称
で
希
望
さ
れ
る
方
の

み
に
発
送
予
定
で
す
。
発
送

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月

１
日
以
降
に
上
下
水
道
課
ま

で
、
ご
契
約
者
名
と
使
用
者

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

会
計
課
　（
⑫
番
窓
口
）

　 

上
下
水
道
課
　
業
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

-

お
知
ら
せ
‐ 

名称 登録番号

上富田町
( 一般会計 )

T8-0000-
2030-4042

上富田町
上水道事業

T8-8000-
2000-1162

上富田町
下水道事業

T8-8000-
2000-5881

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

― 

後
期
受
講
生
募
集 

―

い
き
い
き
農
地
活
用

　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！
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農業委員会の委員によるパトロールの様子



　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

伴
い
、
当
町
で
は
平
成
28
年
度

か
ら
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

（
以
下
、「
名
簿
」
と
記
載
）
を

要
介
護
認
定
者
、
障
害
支
援
の

必
要
な
方
な
ど
、
一
定
の
条
件

の
方
を
対
象
に
登
録
を
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
名
簿
登
録
を
行
う
際

に
は
、
災
害
時
に
情
報
共
有
が

必
要
と
さ
れ
る
関
係
団
体
（
田

辺
消
防
署
上
富
田
分
署
・
上
富

田
町
消
防
団
・
白
浜
警
察
署
・

上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
・

上
富
田
町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
等
）
に
情
報
提
供
に
つ
い
て
、

事
前
に
同
意
確
認
を
行
い
、
同

意
を
得
ら
れ
た
方
の
み
、
更
に

詳
細
な
個
別
計
画
作
成
の
た
め

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
に
は
お
近
く
の
民
生
児

童
委
員
が
９
月
以
降
年
内
の
期

間
に
ご
自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
家
族
構
成
、
緊
急
連

絡
先
、
そ
の
他
必
要
な
情
報
の

調
査
を
行
う
予
定
で
す
す
め
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

し
ま
す
。

　
な
お
、
民
生
児
童
委
員
は
、

厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
で
、
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班

　
　
　
　
　（
⑤
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
上
富
田
町
の
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録

状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
領
収
書
等
は
、
順
次
対

応
予
定
で
す
。

※
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使

用
料
の
適
格
請
求
書
は
、「
上

下
水
道
使
用
料
金
通
知
書
」

の
名
称
で
希
望
さ
れ
る
方
の

み
に
発
送
予
定
で
す
。
発
送

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月

１
日
以
降
に
上
下
水
道
課
ま

で
、
ご
契
約
者
名
と
使
用
者

番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

会
計
課
　（
⑫
番
窓
口
）

　 

上
下
水
道
課
　
業
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

９
月
10
日
～
16
日
は   

自
殺
予
防
週
間
で
す

宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
を
購
入

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
、
個
別
計
画
作
成

‐
協
力
依
頼
‐

　
上
富
田
町
で
は
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
「
令
和
５
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
受

け
、
市
ノ
瀬
地
区
町
内
会
連
合

会
で
、
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
購
入
し
た
備
品

は
、
今
後
、
町
内
会
活
動
の
さ

ら
な
る
発
展
の
一
助
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
19
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
お
い
て
、

９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
に
ち
な
み
、
毎
年
９
月
10
日
か
ら
の
１

週
間
を
自
殺
予
防
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
や
精
神
疾
患
等
の
正
し
い
知
識
、
命
の
大
切
さ
、
ま
た
自
殺
の
危

険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
と
き
の
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

～
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
～

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
身

近
な
人
の
異
変
に
気
付
き
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
も
自
殺
の

危
険
に
陥
っ
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
元
気
が
な
い
、
疲
れ
て
い

る
よ
う
だ
」
な
ど
、
身
近
な
人

の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と
気

付
い
た
ら
勇
気
を
持
っ
て
声
を

掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
孤
立
・

孤
独
を
防
ぐ
こ
と
が
、
自
殺
予

防
の
有
効
な
手
段
で
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班

　
　
　
　
　（
⑤
番
窓
口
）

　
☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
を
購
入

-2-

　宝くじ助成で購入した ワンタッチテント

　宝くじ助成で購入した ウッドデッキ



「
山
王
橋
」
に
橋
名
板
を
揮き

ご

う毫

生
馬
小
学
校
６
年
生
　

　
生
馬
地
区
で
、
和
歌
山
県
が

施
工
す
る
「
山
王
橋
」（
県
道
岩

田
保
呂
線
）
を
８
月
10
日
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
町
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
思
い
出
に
残
る
よ
う
に
、
地

域
と
の
連
携
の
一
環
と
し
て
、

「
山
王
橋
」
の
橋
名
板
の
文
字
を

生
馬
小
学
校
６
年
生
に
依
頼
し

ま
し
た
。

　
去
る
７
月
12
日
、
町
長
が
同

校
を
訪
れ
、
名
板
の
見
本
と
感

謝
状
を
贈
り
、
同
校
６
年
生
に

感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

対 

町
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

時 

10
月
19
日
㊍

内 

串
本
観
光
協
会
に
て
、「
ロ

ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
つ
い
て
」

の
話
を
聞
き
ま
す
。

　
串
本
海
中
公
園
に
て
、
魚
や

ウ
ミ
ガ
メ
を
見
な
が
ら
非
日
常

を
体
験
し
ま
す
。

費 

１
，
０
０
０
円

応
募
方
法 

　
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
を

と
お
し
て
募
集
し
ま
す
。

※
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
向
け
の
研

修
会
で
す
。
会
員
以
外
で
ご

希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
入
会
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

　
く
わ
し
く
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

事
務
局
　
役
場
長
寿
課

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
上
富
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
生
涯
学
習
の
実
施
と
と
も
に
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
老
人
文
化
大
学
と
し
て
日
帰
り
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

問 

紀
南
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
４
７
‐
０
９
７
４

　
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
、
ニ
ホ

ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
方
は

届
出
が
必
要
で
す

対 
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
方

（
趣
味
で
の
飼
育
も
含
む
）

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
た
め
、

巣
箱
を
設
置
し
た
方

時 

毎
年
１
月
末
ま
で

*

す
で
に
飼
育
し
て
お
り
届
出
を

　
出
し
て
い
な
い
方
も
随
時
受

　
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

問 

西
牟
婁
振
興
局
　

農
業
水
産
振
興
課

☎
２
２
‐
１
４
４
３

　
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
で
ア
カ
リ
ン

ダ
ニ
症
の
発
生
が
急
増
中
で
す

①
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
症
は
、
ミ
ツ
バ

チ
の
気
管
に
ダ
ニ
が
寄
生
し
、

ミ
ツ
バ
チ
を
死
に
至
ら
し
め

る
病
気
で
す
。
飛
び
立
て
ず

地
面
を
這
う
蜂
が
い
る
場
合

は
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
症
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
症
状
を
確
認
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
症
は
ミ
ツ
バ

チ
以
外
に
は
寄
生
し
ま
せ
ん
。

②
調
査
協
力
の
お
願
い

　
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す

る
方
で
、
ミ
ツ
バ
チ
（
20
匹

程
度
）
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
下
記
の
連
絡
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ミ
ツ
バ
チ
を

　

飼
育
す
る
皆
様
へ

‐
お
知
ら
せ
‐

上
富
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

日
帰
り
研
修
会
　
‐
ご
案
内
‐

時 【休日】  9 月 10 日㊐  9 時～正午、13 時～ 16 時
　 【夜間】  9 月 7・14・21・28 日㊍  19 時まで
場 役場特設窓口（正面玄関を入ってすぐ）

　 ※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発行は行えません。

　 ※手続きに必要なものは事前にお問い合わせください。

問 【カード】住民課 住民・環境班【ポイント】振興課 企画・商工観光班　☎ 47 － 0550

マイナンバーカード＆マイナポイント　休日・夜間窓口

橋名板を表示した山王橋
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９
月
10
日
は
『
下
水
道
の
日
』

げ
す
い
ど
う

　
　
　
み
え
な
い
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

‐
第
62
回
‐
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞
作
品

下
水
道
へ
の
接
続
は

　
　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

　
町
で
は
、
よ
り
快
適
で
美
し

い
住
居
環
境
を
作
る
こ
と
を
目

的
に
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
下
水
道
（
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
）
が
整
備
さ
れ
た

区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
公

共
水
域
の
保
全
、
水
環
境
の
美

化
と
い
う
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て

　
　
下
水
道
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
下
水
道
は
、
生
活
環
境
と
自
然

を
守
る
大
切
な
公
共
財
産
で
す
。

　
次
の
事
項
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
下
水
道
施
設
の

適
正
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

管
路
が
詰
ま
る
原
因

＊
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

　
油
類
、
紙
オ
ム
ツ
、
ト
イ
レ

用
お
そ
う
じ
シ
ー
ト
、
布
切
れ
、

脱
脂
綿
、
生
理
用
品
等
、
水
に

溶
け
な
い
も
の
は
、
管
路
を
詰

ま
ら
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
　

＊
分
離
桝
の
清
掃
に
つ
い
て

　
分
離
桝
（
ご
み
取
り
桝
）
が

設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
二
週
間
に
一

下
水
道
の
日
と
は　

　「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36
年
に
普
及
が
遅
れ
て
い
る
下
水
道
を
全

国
的
に
広
め
る
た
め
、「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
50
年
が
経
過
し
、
旧
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ
た
明
治
33
年

か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
、
下
水
道
に
対
す
る
認
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

よ
り
親
し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て
「
下
水
道
の
日
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

度
を
目
安
と
し
て
清
掃
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
清
掃
し
な
い
と
油
類
や
髪
の

毛
が
固
ま
り
、
排
水
管
が
詰
ま

る
原
因
と
な
り
ま
す
。

汚
水
が
あ
ふ
れ
る
恐
れ
あ
り

＊
雨
水
を
流
入
さ
せ
な
い

　
当
町
の
処
理
施
設
は
分
流
式

で
あ
り
、
生
活
雑
排
水
の
処
理

を
行
う
も
の
で
す
。
汚
水
管
に

雨
水
が
流
入
す
る
と
、
処
理
施

設
に
必
要
以
上
の
負
荷
が
か
か

り
ま
す
。

　
今
一
度
、
ご
自
宅
の
排
水
設

備
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

施
設
不
具
合
に
つ
な
が
る

＊
桝
の
故
障
は
早
期
連
絡
を

　
経
年
劣
化
等
に
よ
り
、
真
空

桝
内
の
機
械
が
故
障
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
故
障
す
る
と
、
継
続
的
に

「
ゴ
ー
ッ
」
と
空
気
を
吸
い
込
む

よ
う
な
音
が
し
た
り
、
便
器
内
の

封
水
が
無
く
な
っ
た
り
、
水
が

流
れ
な
い
現
象
が
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
す
ぐ
に

修
理
し
な
け
れ
ば
、
施
設
全
体

に
不
具
合
が
生
じ
ま
す
の
で
、

時
間
に
関
係
な
く
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
☎
４
７
‐
０
５
５
０
（
代
）

（
休
日
・
夜
間
は
、
宿
直
や
日
直

が
応
対
し
ま
す
。）

届
出
が
必
要

＊
水
道
水
以
外
を
使
用
さ
れ
て 

　
い
る
方
へ

　
水
道
水
以
外
を
使
用
し
、
そ

の
排
水
を
下
水
道
に
流
す
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。
提
出

が
お
済
み
で
な
い
方
は
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
、

こ
の
町
の
美
し
い
自
然
と
清
ら

か
な
河
川
を
守
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
下
水
道
の
早

期
接
続
や
適
正
な
下
水
道
施
設

の
使
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

上
下
水
道
課
　
工
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
５

　
国
が
つ
く
っ
た
安
心
で
お
得

な
制
度
。
掛
金
は
全
額
所
得
控

除
と
な
り
、
経
営
者
の
退
職
金

と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
「
小
規
模
共
済
」

で
検
索
。

問 

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
（
共
済
相
談
室
）

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

経
営
者
の
退
職
金
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度

‐
ご
案
内
‐
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9月は 「健康増進普及月間」 です！

　健康増進普及月間とは、９月１日～３０日の間に、健康に対して一人ひとりの自覚を高め
て、健康づくりを実践してもらうことを目的としています。特に、生活習慣病の特性や運動・
食事・禁煙、生活習慣の改善の重要性について理解を深めるための機会となっています。

●生活習慣病の特性～メタボリックシンドローム（内蔵脂肪症候群）
　メタボとはよく聞きますが、単に太っている・お腹が出ている人がメタボではありません。
　他にも、血圧・コレステロール・血糖値の３つの項目のうち、基準値から外れている項目が２つ以上でメ
タボ、１つあればメタボ予備軍となります。
　メタボは動脈硬化が進行する原因となります。放置すると心臓病や脳卒中を引き起こす危険性が高
まるので、早めに生活習慣を改善しましょう。

●運動をして健康になろう
　＋１０（プラステン）を意識しましょう。＋１０とは、「毎日＋１０分の身体活動」を
目指したもので、運動不足の解消を目的としています。外に出て運動をしなくても、
自宅で体操・ストレッチ・筋トレをすることでも大丈夫です。

●禁煙をして健康になろう
　喫煙は生活習慣病（心臓病・脳卒中・糖尿病・腎臓病）や肺がんなど、深刻な
健康被害の原因となります。さらに、受動喫煙により非喫煙者の健康が損なわれ
ることも問題となっています。自身の健康に限らず、周りの人のためにも禁煙に
取り組んでみませんか。

●食生活を改善して健康になろう「食生活改善普及運動」
　９月１日～３０日を「食生活改善普及運動月間」としています。「バランスのよい食事」、「野菜の摂取量
増加」、「食塩摂取量の減少」、「牛乳・乳製品の摂取習慣」の定着を目指しています。

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

☎
４
７‐
５
３
０
０

健康増進普及月間標語

１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ
～健康寿命の延伸～

●バランスのよい食事を心掛ける
　1日の3食中2食はバランスがよい食事を食
べ、ほぼ毎日食べられるようにしましょう。

●毎日プラス１皿の野菜
　日本人の野菜摂取量は平均で７０ｇ不足して
いる状況です。野菜の小鉢が１皿で約７０ｇとな
るので、この機会に１皿プラスしてみませんか。
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要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
や
、
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
で
も
、
筋
力
・

体
力
低
下
が
み
ら
れ
る
な
ど
、

介
護
予
防
の
取
組
み
が
必
要
な

方
を
対
象
に
、
６
カ
月
間
集
中

し
て
行
う
介
護
予
防
教
室
を
週

に
１
回
、
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
サ

ロ
ン
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
に
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪
問
し
、

利
用
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

対 
上
富
田
町
在
住
の
方
で
要
支

援
１
・
２
の
方
。

も
し
く
は
、
65
歳
以
上
で
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当

す
る
方
。

内 

各
個
人
に
応
じ
た

＊
ス
ト
レ
ッ
チ

＊
自
重
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

＊
運
動
機
器
を
使
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
　
な
ど

時 

毎
週
㊊
午
前
ま
た
は
午
後
　

　 

（
定
員
各
５
名
）

場 

上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
　

　 

（
送
迎
あ
り
）

費 

無
　
料

 

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

９
月
14
日
㊍

　
　
　 

14
時
～
15
時
30
分
　

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎
４
７
‐
０
５
５
０(

代)

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

行事名  月  日（曜） 場　　所 対　　象

3歳児健診 ９月20日㊌

上富田町
保健センター

令和2年3月・４月生まれの方

2歳半健診 ９月27日㊌ 令和3年3月・４月生まれの方

４か月健診
10月11日㊌

令和５年６月生まれの方

10か月健診 令和４年11月生まれの方

育児相談(2か月) 
10月12日㊍

令和５年８月生まれの方

育児相談(1歳) 令和４年９月生まれの方

　令和５年９月１６日～１０月１５日

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
で
の

通
所
型
介
護
予
防
教
室

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
で
の

通
所
型
介
護
予
防
教
室

●おいしく減塩１日マイナス２ｇ
　栄養成分表示を見て食塩相当量を確認したり、
料理でだしや柑橘類、香辛料を使用して減塩を意
識するだけで食塩の取りすぎを防げます。

●毎日の暮らしにwithミルク
　２０～３０歳代の３人に１人は牛乳・乳製品をとっ
ていません。牛乳は、骨や歯の成長に必要なカル
シウムやたんぱく質が豊富です。
　１日に牛乳コップ１杯をプラスしてみましょう。
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令和５年度 中学校総合体育大会結果
　紙面の都合上、各種目上位入賞者を抜粋して掲

載させていただきますので、ご了承ください。

田辺西牟婁中学校総合体育大会　結果　★印は県大会出場

◆陸上競技
【男子】
110mH 1 位　八幡健人　16”04 ◎

【女子】
1 年 800m　3 位　瀬越香陽　2’34”85 ◎

◆柔道
【女子】団体　3 位◎
　　　 個人　48㎏以下級　3 位　岸一樹
　　　　　　 57㎏以下級　3 位　山本未來
　　　　　　 70㎏以下級　3 位　田中美月

◆陸上競技
【男子】　総合優勝

　1 年 100m　3 位　上野睦生　13”61 ★
　3 年 100m　1 位　辻琉希也　12”00 ★
　共通 200m　3 位　吉岡伽矩　25”38 ★
　110mH 1 位　八幡健人　16”57 ★
　4 × 100mR　1 位　上富田中 A
　（八幡・辻琉・辻力・寛座）46”41 ★
　走高跳　2 位　寛座健　1m55 ★
　走幅跳　1 位　辻力斗夢　5m87 ★
　四種競技　1 位　矢野琢磨　1517 点★
　（110mH　18”10・砲丸投　7m86
　走高跳　1m40・400m　1’02”68）
　3 位　奥田慈由　645 点★
　（110mH　20”80・砲丸投　4m84
　走高跳　記録なし・400m　1’08”36）
　低学年 4 × 100mR　1 位　上富田中 A
　（田上・上野・冬木・中井）51”02 ★

【女子】　総合 4 位
　1 年 800m　3 位　瀬越香陽　2’38”69 ★
　共通 800m　2 位　有本茉央　2’40”72 ★
　110mH 2 位　中岡杏心　18”38 ★
　4 ×100mR　3 位　上富田中
　（中岡・小塚・瀬越・築山）56”44 ★
　走幅跳　1 位　小塚凜花　4m70 ★

◆ソフトボール【女子】3 位★

◆バスケットボール
　【男子】3 位
　【女子】優勝★

◆バレーボール【女子】　3 位

◆ソフトテニス
　【男子】団体　3 位
　　　　 個人　3 位　岡田泰誠・山本如音ペア★

◆剣道
【女子】団体　準優勝★
　　   個人　3 位　酒井さくら★
　　　　　　 3 位　谷口実優★
　　　　　　 5 位　相馬亜清★

◆柔道
【男子】団体　優勝★
　　　　個人　60㎏以下級　1 位　大木颯心★
　　　　　　 60㎏以下級　2 位　堀亮輔★
　　　　　　 66㎏以下級　1 位　岩下龍真★
　　　　　　 73㎏以下級　1 位　谷口順都★

【女子】団体　優勝★
　　　　個人　48㎏以下級　1 位　岸一樹★
　　　　　　 48㎏以下級　2 位　松本衣都希★
　　　　　　 57㎏以下級　1 位　山本未來★
　　　　　　 70㎏以下級　1 位　田中美月★

◆剣道
【女子】団体　3 位
　　　 個人　3 位　相馬亜清◎
　

◆バドミントン
【女子】個人　優勝　尾﨑千花◎

和歌山県総合体育大会　結果　◎印は近畿大会出場

　
主
に
小
学
校
で
英
語
の
指
導

を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！ 

①
名
前
・
年
齢
　
②
出
身
地

③
趣
味
　
④
好
き
な
食
べ
物
　

⑤
日
本
で
行
っ
て
み
た
い
場
所

⑥
日
本
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と

⑦
上
富
田
町
の
印
象

⑧
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

①
サ
ラ
・
ル
イ
ー
ズ
・
ポ
ン

チ
ャ
ー
ド
　
31
歳

②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
メ
ル
ボ

ル
ン

③
料
理
・
読
書
・
猫
が
好
き

④
辛
い
食
べ
物

⑤
高
野
山

⑥
温
泉
に
入
る
こ
と

⑦
皆
さ
ん
優
し
い
で
す
。

⑧
漢
字
が
と
て
も
難
し
い
け
ど

が
ん
ば
り
ま
す
。

９
月
か
ら
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
サ
ラ
先

生
が
勤
務
し
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
五
類
に
移
行
と
な
り
、
四

か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
数
年
間
、
学
校
現
場
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
振
り
回
さ
れ
ま
し
た
。
様
々

な
行
事
の
中
止
、
変
更
。
岡
小

学
校
で
も
地
域
の
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
頂
い
て
続
け
て
い

た
、
校
区
運
動
会
や
岡
小
祭
り

な
ど
も
規
模
を
縮
小
し
、
学
校

単
独
で
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
児
童
が
敬
老
の
日
に
書
い
た

葉
書
の
お
返
事
に
は
「
運
動
会

い
け
な
く
て
ご
め
ん
ね
。」「
見

ら
れ
な
い
け
ど
が
ん
ば
っ
て

ね
。」
と
い
う
言
葉
が
並
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
葉
書
を
見
る

た
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
お
招
き

で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
ず
っ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
運
動
会
で
す
が
、

先
日
、
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
最
初
の
運
動

会
で
あ
る
こ
と
、
児
童
の
体
力

面
に
配
慮
し
、
半
日
で
の
開
催

と
は
な
り
ま
し
た
が
、
四
年
ぶ

り
に
育
友
会
や
一
般
の
種
目
も

入
れ
て
、
九
月
二
十
四
日
に
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
と
運
動
会
を
開
催

で
き
る
こ
と
は
「
自
立
と
貢
献

～
か
し
こ
く
、
や
さ
し
く
、
た

く
ま
し
い
子
ど
も
を
地
域
と
と

も
に
育
て
る
～
」
と
い
う
学
校

教
育
目
標
を
掲
げ
る
岡
小
学
校

に
と
っ
て
、
非
常
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
昨
年
度
二
回

の
リ
モ
ー
ト
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
二
年
生
は
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
と
、
五
年
生

は
ヤ
ク
ル
ト
の
岡
山
工
場
と
つ

な
い
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
電
子
黒
板

の
画
面
越
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

係
の
方
に
話
を
聞
い
た
り
、
質

問
を
し
た
り
で
き
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
学
習
は
、
こ
こ
数
年

で
進
ん
だ
分
野
で
す
。
今
後
と

も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　「
対
面
で
会
え
る
こ
と
」
当

た
り
前
に
思
っ
て
い
た
こ
の
こ

と
が
、
当
た
り
前
で
は
な
か
っ

た
こ
の
数
年
間
。
失
っ
た
も
の

は
大
き
い
で
す
が
、
さ
ら
に
大

き
な
も
の
を
得
る
た
め
の
準
備

期
間
だ
っ
た
と
前
向
き
に
捉
え

進
ん
で
い
き
ま
す
。

あ
い
す　

お
い
し
い

あ
い
う
え
お

か
ら
す　

か
あ
か
あ

か
き
く
け
こ

さ
か
な　

す
い
す
い

さ
し
す
せ
そ

た
い
こ　

と
ん
と
ん

た
ち
つ
て
と

な
す
び　

に
ん
に
く

な
に
ぬ
ね
の

は
ん
か
ち　

ふ
わ
ふ
わ

は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
く
ら　

も
ふ
も
ふ

ま
み
む
め
も

や
き
い
も　

よ
い
よ
い

や
い
ゆ
え
よ

ら
く
だ　

ら
っ
ぱ

ら
り
る
れ
ろ

わ
た
あ
め　

わ
く
わ
く

わ
い
う
え
を

ん 『
あ
い
う
え
お
で　

あ
そ
ぼ
う
』

　
　

市
ノ
瀬
小
学
校　

1
年

な
か
た　

ま
ゆ

風
通
り
扁
額
名
句
夏
座
敷

が
ち
や
が
ち
や
の
鳴
き
止
み
闇
を
閉
し
け
り

新
米
の
こ
ぼ
れ
一
粒
小
蟻
負
ふ

い
さ
り
火
の
ち
ら
ち
ら
今
日
の
月
浮
べ

盛
り
上
が
る
程
に
出
揃
ひ
貝
割
菜

今
年
藁
敷
か
れ
青
菜
の
列
機
嫌

人
歩
く
よ
り
速
や
か
に
稲
刈
機

雲
月
に
近
寄
り
が
た
き
良
夜
か
な

刈
田
道
十
字
十
字
に
切
り
結
び

木
村
　
圀
夫

城
戸
　
杉
生

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

射
場
　
典
子

岡
本
美
恵
子

宮
内
　
信
子

山
本
　
陽
子

お
ば
夫
婦
思
い
出
い
っ
ぱ
い
わ
が
家
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涙
こ
ら
え
て
世
話
に
な
る
道

稗
田
　
満
代

こ
の
ご
ろ
の
季
節
の
移
り
早
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
半
ば
の
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ー
シ山

口
さ
と
江

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

学 学 

校校

紹紹

介介

『
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
っ
て
』

岡
小
学
校
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上
富
田
町
で
は
、
令
和
６
年

度
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
用

物
資
納
入
の
見
積
り
合
わ
せ
等

を
依
頼
す
る
登
録
業
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
資
格

①
国
税
及
び
市
町
村
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
。

②
町
内
に
営
業
所
等
を
有
し
、

常
時
営
業
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

③
１
日
約
１
，
５
０
０
食
の
食

数
に
対
応
で
き
、
上
富
田
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
指
示

ど
お
り
納
品
配
達
が
で
き
る

こ
と
。

④
営
業
許
可
や
開
業
届
等
を
必

要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
許
可
等
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

◆
登
録
申
請
方
法

　
上
富
田
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
又
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
登
録
申
請
書

に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

　
上
富
田
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

◆
添
付
書
類

①
上
富
田
町
学
校
給
食
用
物
資

納
入
誓
約
書

②
食
品
衛
生
監
視
票
（
写
）

③
営
業
許
可
書
（
写
）

④
前
年
度
の
町
税
全
て
の
完
納

証
明
書

⑤
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る

書
類

◆
募
集
期
間

　
　
９
月
１
日
㊎
～

　
　
　
11
月
30
日
㊍

　
　
　（
㊏
・
㊐
・
㊗
は
除
く
）

◆
納
入
業
者
の
有
効
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

◇
そ
の
他

　
上
富
田
町
学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
登
録
に
関
す
る
要
領

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）
を
ご
確

認
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎ 

３
３
‐
９
４
９
０

　
町
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
子
ど
も
の
体
力
向
上
事
業

と
、
保
育
所
の
遊
具
の
新
設
に

対
し
、
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団

か
ら
100
万
円
の
補
助
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
運
動
に
よ

る
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図

り
、
幼
少
期
に
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
興
味
を
も
つ
こ
と
や
、
ス

ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
を
目
的
と
し
、
町
内
の

保
育
所
で
の
運
動
巡
回
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
い
た

だ
い
た
補
助
金
を
活
用
し
、
更

に
充
実
し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
町
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
子
ど
も
の
体
力
向
上
事
業
に

対
し
、
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団

よ
り
50
万
円
の
補
助
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
運
動
に
よ

る
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る

こ
と
、
幼
少
期
に
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
興
味
を
も
つ
こ
と
や
、

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
町
内

の
保
育
所
で
の
運
動
巡
回
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
い

た
だ
い
た
補
助
金
の
活
用
に
よ

り
、
更
に
充
実
し
た
事
業
を
展

開
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
先
日
行
わ
れ
ま
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
贈
呈
式
の
様
子

で
す
。

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

『こどもサピエンス史
　　　　　　　　　　  生命の始まりからＡＩまで』

ベングト＝エリック・エングホルム/著、文
ヨンナ・ビョルンシェーナ/イラスト

久山　葉子/訳
NHK出版

今月のベストテン

1.

2.

　

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

ハンチバック

青瓜不動

三島屋変調百物語九之続

木挽町のあだ討ち

可燃物

極楽征夷大将軍

いつまで

ハヤブサ消防団

マンガ　ぼけ日和

漫画　きみたちはどう生きるか

頭のいい人が話す前に考えていること

市川　沙央

　

宮部　みゆき

永井　紗耶子

米澤　穂信　

垣根　涼介　

畠中　恵　　

池井戸　潤　

矢部　太郎　

吉野　源三郎

安達　裕哉　

文藝春秋

KADOKAWA

新潮社

文藝春秋

文藝春秋

新潮社

集英社

かんき出版

マガジンハウス

ダイヤモンド社

　ユヴァル・ノア・ハラリ

著の『サピエンス全史』

に触発されて書かれた、

児童向けの人類の歴史本

です。語りかけるような文

章と楽しいイラストで読

みやすくなっています。

　おとなの方にもおすす

めの一冊です。

上
富
田
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

登
録
募
集

公
益
財
団
法
人
ラ
イ
フ
ス

ポ
ー
ツ
財
団
か
ら
令
和
５
年

度
子
ど
も
活
動
支
援
補
助
金

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
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朝来公民館　☎47-0545問

生馬公民館　☎47-2881問

上富田町教育委員会事務局　☎　47-5930問

岩田公民館朝来公民館

教育委員会からのお知らせ

上富田文化の会
第3回郷土の歴史勉強会

上富田文化の会
第3回郷土の歴史勉強会

料理教室 〔毎日げんきごはん～食物繊維をとろう!～〕

生馬公民館

高齢者学級 【敬老お楽しみ会】

史跡めぐり

10月13日㊎ 19時～21時
朝来公民館
津葉井　真紀　氏
500円（当日集金） 
16名（先着順）
マスク、エプロン、三角巾、手拭きタオル
朝来・岩崎・南紀の台在住の方
9月4日㊊～9月16日㊏
町内の方
9月19日㊋～9月22日㊎
㊍・㊐を除く9時～16時

※電話または直接朝来公民館にお申し込みくだ
さい。
　LINEでの申し込みも受け付けてお
ります。右記QRコードから朝来公
民館LINEアカウントを友達追加し
て申し込みをお願いします。

時

場

費

申

持

定

講師

9月20日㊌ 15時～17時
生馬公民館
・歌と演奏
  聖福寺　関守住職
  寺子屋塾参加児童とのコラボレーション
・ダンス
  熊野高校Kumanoサポーターズリーダー部

　生馬公民館では４年ぶりに高齢者学級「敬老お楽
しみ会」を下記の日程で開催します。どなたでもご
自由にご参加いただけます。楽しい歌やダンスにパ
ワーをもらい、楽しいひと時をお過ごしください。

上富田町体育協会事務局　☎　47-5930問

第47回 スポーツの祭典！！
日　時　１０月８日㊐　8時30分
主　催　上富田町体育協会

　第47回スポーツの祭典を町内の各体育施設で

開催します。

　当日8時30分からスポーツセンター屋内イベン

ト広場において、総合開会式や町体育協会規定

によるスポーツ表彰を行います。

　開催予定種目は次のとおりですが、天候等によ

り変更となる場合がございます。

予定種目（会場未定）

グラウンド・ゴルフ、ソフトボール、ソフトバレー

ボール、バレーボール、ゲートボール、軟式野球、

サッカー、バスケットボール、卓球、テニス、柔

道、剣道、ソフトテニス、空手、ラグビー

時

場

演目

佐藤　純一　氏（白浜町教育委員会学芸員）
令和5年10月7日㊏　13：30～15：00
上富田文化会館　2階小ホール
上富田文化の会
上富田町教育委員会

時

場

講師

主催

共催

9月30日㊏ 7時30分～18時頃
薬師寺、奈良金魚ミュージアム
岩田公民館
大人（64歳以下）：5,500円、
大人（65歳以上）：5,000円、
中高生：5,000円、小学生：4,500円
※拝観料、入場料を含んでいます。
※昼食代は含んでいません。
39名（先着順）
岩田、岡在住の方
9月6日㊌～9月25日㊊
町内の方
9月11日㊊～9月25日㊊
※参加費を添えて岩田公民館へお申し込みください。
奈良金魚ミュージアムが入っている施設（ミ・ナ
ーラ）にて昼食休憩を設けます。お好きな店舗
で各自でお召し上がりいただけます。

時

場

費

集

申

他

定

岩田公民館　☎47-2020問

参加者募集

 テーマ：　『安宅氏の城館跡発掘調査からわかったこと

－山本氏ともかかわって』

※入場無料　※どなたでも、遠慮なくご参加ください。



  サマーキャンプ

　７月１５日、参加者２０名で白浜町志原海岸の鳥
とり

毛
け

洞窟、串本町大島の海
うみ

金
こんごう

剛と樫野崎を訪れました。

　リバージュ・スパひきがわで南紀熊野ジオパーク

ガイドの会のお二人と落ち合い、説明を聞きながら

約３０分で楽しみにしていた鳥毛洞窟と対面。

　「思っていたよりずっと大きい」「人が造ったような

豪華な柱に見える」など、海食洞の大きさや造形美、

砂岩と泥岩が数

多く折り重なっ

た絶景に感嘆の

声が上がりまし

た。また「鳥毛」

の名の通り洞窟

の内外で、雨や

　７月２３日、第２回親子教室（年間５回計画）と

してサマーキャンプを親子３１名の参加で開催しまし

た。実に４年ぶりの久々の実施となりした。

　当日は夏日の好

天に恵まれ、午前

中は鳥渕会館付近

の生馬川の清流で

保護者の皆さんの

監視の下、子ども

たちは泳いだり小魚やカニ、エビを捕まえたりして川

遊びを楽しみました。

　川遊びを終え生馬公民館に引き返した後、参加者

で役割を分担し昼食の準備に取りかかりました。今

　７月に料理教室を２回に分けて開催しました。献

立のテーマは「夏野菜をおいしく」です。

　１５日は栄養士の津葉井真紀先生をお迎えし、８

名の参加者で「ホイコーロー・長芋のみどり酢がけ・

なすとトマトのサラダ」を教えていただきました。

　初めに作り方の説明を受けて、２名１組で調理を

スタート。温かいホイコーローを後に回して、先に酢

の物とサラダを作りました。どの組も上手に分担して、

慣れない調理

台とは思えな

い手早さで調

理していまし

た。

　１時間余り

で料理が完成し、試食です。「みどり酢」はきゅうり

をすりおろして酢、砂糖、しょうゆと混ぜたもので、

初めての味わいでした。どの料理もおいしく出来上が

りました。

　２２日は栄養士の小川香先生に「麻婆豆腐・夏野

菜の浸し・カボチャとインゲンのみそ和え」を教えて

いただきました。

　今回も８名で２名１組です。２回続けての人が多く、

手慣れた感じで調理を進めていました。１回目よりも

早く仕上がり、片付け等も手際よくでき２時間もかか

らずに解散となりました。「夏野菜の浸し」は、だし汁、

酢、醤油のつゆに、なす、ししとう、トマト、オクラ、

青じそを漬けた、夏野菜がたくさん食べられるさっぱ

りした一品でした。

　楽しく調理に取り組めた料理教室でした。

風から身を守るために出入りしたと思われる鳥の羽根

を見かけました。

　ガイドさんとは午前中でお別れし、午後は約 1500

万年前のマグマ活動で現れた規則的な割れ目のある

流紋岩が、長期にわたる荒波と激しい雨や風によって

浸食されてできた海金剛へ。

　ここは朝鮮半島の名勝、金剛山

（クムガンサン・1638 ｍ）からそ

の名をとったそうです。海面から

鋭く切り立ったピラミッド型の岩礁

と海金剛を引き立てている周辺の

断崖絶壁に圧倒されました。次に

眼下に美しい枯木灘が広がる樫

野崎周辺を散策し、帰路につきま

した。

　自然が織りなす素晴らしい景観を存分に味わい、

有意義なジオパークめぐりとなりました。

回のメニューは、おにぎり、チャンチャン焼き、上羽

館長直々にコテをふるった焼きそば、フランクフルト

の４品でした。

　低学年児童は食事準備の間、今話題の「かみとん

だカルタ」でのカルタ取りと射的に興じて時間を過ご

しました。

　皆さんの協力で出来

上がった昼食をおいし

くいただき、予定の午

後１時に無事終了する

ことができました。

　今回は４年ぶりの開催で、昼食作りがうまくでき

るか不安でしたが、公民館運営委員のお二人のサマ

ーキャンプ経験者が協力してくださり本当に助かりま

した。

  男の料理教室

ジオパークめぐり 岩田公民館

生馬公民館

市ノ瀬公民館

海 金 剛
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朝来公民館

まちづくり講座のご案内

子ども料理教室
　今年も、昨年と同様、津葉井真紀先生（管理栄養

士・FCJAフードコーディネーター）にお願いして、子ど

も料理教室を開催しました。

　まずは、高学年の部を７月２８日の午前中に行いま

した。先生からの説明を聞いたあと、身支度を調えて

いざ、調理開始。

　丸ごと皮

付きのトウ

モロコシを

見るのも初

めて、生の

魚は見たこ

とも触ったこともないという子たちも多く、発見と感

動に満ちた調理となりました。

　翌７月２９日は低学年の部です。材料をすりおろし

たり、ちぎったり

で、包丁を使わ

ずにできあがり

ました。

　両日とも、子ど

もたちは楽しく

がんばり、「家で

も作ってみよう」と言いつつ、出来上がったご飯を大

事に持って帰っていきました。

　第２回まちづくり講座を右記の日程で開催します。

　当日は、被爆者から被爆体験を受け継ぎ、次世代

に継承している広島市被爆体験伝承者の峠
たお

朱
あけ

美
み

氏を

お招きし、建物疎開（建物の延焼を防ぐための作業）

中に亡くなられた中学生の体験を主に、写真や絵など

を用いながらお話をしていただきます。

記

時　　令和５年９月１４日㊍
　　　　　午後7時30分～午後8時40分

場　　上富田文化会館 ２階小ホール

演題 　「僕たちが生きていたことを忘れないで」

講師 　広島市 被爆体験伝承者　峠  朱 美  氏

問　　生涯学習推進委員会　☎４７‐５９３０

≪高学年のメニュー≫
・とうもろこしご飯
・ラタトゥイユ
・魚の包み焼

≪低学年のメニュー≫
・キュウリと鮭のちらし寿司

・絹さやのサラダ

子ども料理教室

　今回は、富田川に架かる生馬橋を紹介します。

　朝来を起点として生馬橋を通る道は「古座街道」

と呼ばれた有名な街道で、串本町古座まで続いてい

ます。

　生馬橋が通れなくなると生馬地区の住民のみなら

ず、川添や三川地区などにも大きな影響が出ました。

　昔は水の流れている部分にだけ板橋を架ける簡単

なもので、川原の部分では細かな石をならして歩道を

つくっていたそうですが、増水のたびに流され水が引

くのを待たなければ通れませんでした。

　その後、木造の橋がつくられましたが、やはり増

水のたびに何度も流され、そのたびに架け替えると

いう繰り返しでした。

　昭和２年（1927）の架け替えの際にようやく板橋

から土橋にかわりましたが橋脚は木造のままでした。

この橋は、空襲での爆撃で橋の中央部が大きく破壊

されたり水害にあったりしながらも修繕を繰り返し耐

えていましたが、昭和３１年（1956）老朽化により落

下してしまいました。

　これを機に、永久橋架け替えの気運が高まり曲弦

ワーレン型鋼構橋が架けられました。

　その後、交通量の増加や車両の大型化、橋の老

朽化のため橋の架け替え工事が進められ、平成１２

年１１月より現在の立派な橋（長さ258ｍ、車道幅6ｍ、

歩道幅 3 ｍ）となっています。

　　参照　『生馬　郷土誌　小学校百年史』

　　　　　 『富田川に架かる上富田町の橋』
　　　　　　　　　  上富田町文化財教室シリーズ１９

橋の今昔 2   （生馬橋）

現生馬橋 ( 左 ) と、旧生馬橋 ( 右 )
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ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
動
物
が
好
き
な
人
も
い
れ

ば
、
苦
手
な
人
も
い
ま
す
。

　
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
が
嫌
わ

れ
な
い
よ
う
に
、
ペ
ッ
ト
も
飼

い
主
も
地
域
の
方
も
快
適
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
周
囲
へ
の
心
配

り
と
し
つ
け
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
、
理
解

と
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　
室
内
飼
育
、
室
外
飼
育
の
区

別
な
く
、
生
後
３
か
月
以
上
の

犬
に
「
登
録
」
と
「
狂
犬
病
予

防
注
射
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
散
歩
の
ル
ー
ル
】

◆
排
泄
物
の
処
理
を
し
ま
し
ょ
う

　
犬
が
公
共
の
場
所
等
で
排
泄

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
尿
は

水
で
流
し
、
フ
ン
は
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

◆
ノ
ー
リ
ー
ド
の
散
歩
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
犬
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て

は
、
小
さ
く
可
愛
い
犬
で
も
歩

い
て
い
る
だ
け
で
怖
く
感
じ
る

も
の
で
す
。

　
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
リ
ー

ド
で
つ
な
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
い
つ
で
も
犬
を
抑
止
で
き

る
人
が
同
行
し
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

◆
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
飼
い
猫
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
近
隣
の
方
と
の
ト
ラ
ブ
ル

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
猫
の
室

内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
放
し
飼
い
の
猫
は
、
ご
近
所

の
庭
を
汚
し
た
り
鳴
き
声
で
迷

惑
を
か
け
た
り
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
由
な
交
配
が
行

わ
れ
、
野
良
猫
が
増
え
て
し
ま

い
、
結
果
的
に
地
域
の
方
々
に

迷
惑
が
か
か
る
の
で
、
放
し
飼

特
　
徴

＊
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡

単
で
す
。

＊
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

＊
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

＊
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

電
子
申
請
方
式
（
共
済
証
紙
）

＊
金
融
機
関
で
の
共
済
証
紙
の

購
入
が
不
要
と
な
り
、
社
内

の
パ
ソ
コ
ン
で
退
職
金
ポ
イ

ン
ト
を
購
入
で
き
ま
す
。

＊
共
済
証
紙
の
共
済
手
帳
へ
の

貼
付
・
消
印
や
下
請
け
へ
の

交
付
・
確
認
が
不
要
と
な
り
、

購
入
し
た
退
職
ポ
イ
ン
ト
か

ら
自
社
や
下
請
け
の
被
共
済

者
に
掛
け
金
と
し
て
充
当
さ

れ
ま
す
。

＊
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
購
入
額
や

掛
金
充
当
額
等
が
サ
イ
ト
で

自
動
管
理
さ
れ
る
の
で
、
残

高
管
理
の
負
担
が
軽
減
し
ま

す
。

＊
電
子
申
請
方
式
で
発
行
す
る

掛
金
収
納
書
等
は
、
公
共
工

事
に
お
け
る
工
事
関
係
書
類

の
電
子
化
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

問 

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
和
歌
山
県
支
部

☎
０
７
３
‐
４
３
６
‐
１
３
２
７

い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
て
い
る
人
へ

　
エ
サ
を
与
え
て
い
な
が
ら
、

不
妊
去
勢
手
術
や
糞
尿
の
管
理

な
ど
を
し
な
い
無
責
任
な
行
為

は
、
猫
た
ち
に
よ
る
被
害
が

目
立
つ
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
結
果
的
に
数
を
ど
ん
ど
ん

増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
ご
近
所
迷
惑
だ
け
で
な
く

不
幸
な
猫
を
増
や
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
無
責
任
な

餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
ま
た
は
退
職
ポ
イ
ン
ト
を
積
立
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
電
子
申
請
方
式
の
活
用
で
、
手
続
き
が
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 
９
月
は
『
動
物
愛
護
』
月
間
で
す
！

　
犬
や
猫
の
飼
い
主
は
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

 

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？　

建
退
共
制
度

　
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

は
、
希
望
す
る
仕
事
に
就
く
た

め
に
必
要
な
職
業
ス
キ
ル
や
知

識
な
ど
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
公
的
制
度
で
す
。

　
主
に
雇
用
保
険
の
受
給
者
を

対
象
と
す
る
「
公
共
職
業
訓
練
」

と
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な

い
求
職
者
の
早
期
就
職
を
支
援

す
る
た
め
の
求
職
支
援
訓
練
か

ら
な
り
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
希
望
す

る
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
２

～
６
ヶ
月
の
期
間
で
必
要
な
職

業
ス
キ
ル
や
知
識
を
無
料
で
習

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
的
な

制
度
で
す
。（
一
部
テ
キ
ス
ト
代

等
は
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。
在

職
者
や
学
卒
者
向
け
の
ハ
ロ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
有
料
で
。）

　
ま
た
、
訓
練
の
受
講
中
は
、

雇
用
保
険
（
失
業
給
付
）
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
、
雇
用
保
険

を
受
給
で
き
な
い
方
に
は
、
一

定
の
要
件
の
下
、
訓
練
受
講
中

の
生
活
費
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
田
辺
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺

☎
２
２
‐
２
６
２
６

‐ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
ご
案
内 

‐
　
　《
急
が
ば
学
べ
》

　
　
　
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、

就
職
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
！
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＃
７
１
１
９
っ
て
な
に
？

　
急
な
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
と

き
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い

か
、
今
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た

方
が
い
い
の
か
な
ど
、
判
断
に

迷
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
専
門
家
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
電
話
相
談
窓
口
が

＃
７
１
１
９
で
す
。

　
＃
７
１
１
９
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
は
、
電
話
口
で
医
師
、
看

護
師
、
相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、

病
気
や
ケ
ガ
の
症
状
を
把
握
し

て
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い

い
か
、
急
い
で
病
院
を
受
診
し

た
方
が
い
い
か
、
受
診
で
き
る

医
療
機
関
は
ど
こ
か
等
を
案
内

し
ま
す
。

な
ぜ
♯
７
１
１
９
が
必
要
？

　
～
安
心
を
皆
様
に
～

　
自
身
や
家
族
が
急
な
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
と
て
も
不

安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
、
＃
７
１
１
９

で
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
専
門

家
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、

＊
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、

　
☎
２
２
‐
０
１
１
９
（
田
辺

市
消
防
本
部
）
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
と
お
し
て
、
皆

さ
ん
の
判
断
の
手
助
け
を
し
て

く
れ
ま
す
。

～
救
急
車
を
い
ち
早
く

　
　
　
　
傷
病
者
の
元
に
～

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
の
進
展

な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
増
え
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
え

る
こ
と
で
、
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
に
要
す
る
時
間

も
伸
び
て
き
て
お
り
、
一
刻
を

争
う
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、

救
急
隊
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
＃
７
１
１
９
を
使
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
緊
急
性
が
高
い

と
き
に
は
救
急
車
の
要
請
を
、

そ
う
で
な
い
と
き
は
症
状
等
に

応
じ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
を
支
援
し

ま
す
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
緊
急
性

の
高
い
傷
病
者
の
元
に
い
ち
早

く
救
急
隊
が
駆
け
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
＃
７
１
１
９
は
、
地
域
の
限

ら
れ
た
医
療
資
源
の
一
つ
で
あ

る
救
急
車
を
有
効
に
活
用
す
る

一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

＃
７
１
１
９
の
ご
利
用
方
法
に

際
し
ま
し
て

＊
田
辺
市
お
よ
び
上
富
田
町
に

在
住
ま
た
は
滞
在
中
の
方
が

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

＊
24
時
間
年
中
無
休
で
す
。

＊
ご
相
談
は
無
料
で
す
。

＊
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
お
よ

び
光
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

上
富
田
町
届
出
（
7
月
分
）

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
10
月
２
日
㊊

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

９
月
14
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

企
画
産
業
課

☎
２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

９
月
19
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

生

馬

岩

田

岩

田

朝

来

岩

田

生

馬

岩

田
岡

朝

来

生

馬

市
ノ
瀬

平
　
と
み
枝

小
倉
　
惠
美

山
根
　
一
惠

福
田
　
久
子

吉
田
　
靖
子

山
際
　
咲
子

出
羽
　
勝
永

井
澗
く
に
枝

杉
枝
　
五
郎

清
水
タ
キ
ヱ

森
　
　
壽
夫

90
歳

96
歳

97
歳

83
歳

96
歳

96
歳

81
歳

93
歳

90
歳

99
歳

83
歳

（
勇
二
・
麻
実
）

（
友
太
郎
・
久
美
子
）

朝

来

岩

田

池い
け
の
も
と

ノ
本
理り
と敏

西に
し
む
ら村

　
咲え
と澄

上富田町の人口と世帯数
令和5年 7月末現在

前月比
総 数 15,707 人 -17

男 性 7,526 人 -7

女 性 8,181 人 -10

世帯数 7,510 世帯 -1

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　  

４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

-

田
辺
市
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業-

　

救
急
車
の
適
正
利
用

　
　

♯
７
１
１
９
の
活
用
を
！

-14-



広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.667

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

　
10
月
２
日
㊊
か
ら
、
く
ち
く

ま
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ

イ
ヤ
改
正
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
現
行
の
ダ
イ
ヤ
の
最
終
便
に
、

朝
来
小
学
校
～
パ
ブ
リ
ッ
ク
住

宅
前
区
間
を
も
う
１
便
加
え
ま

す
。
　

　
※
追
加
さ
れ
る
便
は
以
下
の

表
の
通
り
。

　
今
年
度
よ
り
運
用
開
始
し
た

デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
予
約
式
乗
り

合
い
バ
ス
）
の
利
用
者
様
か
ら

大
変
良
い
評
価
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　
利
用
者
様
か
ら
は
『
使
い
方

が
わ
か
り
や
す
く
便
利
で
何
度

も
利
用
し
て
い
る
。』、『
安
心
し

て
免
許
返
納
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
』
と
い
っ
た
声
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
利
用
の
幅

も
広
が
り
そ
う
で
す
。

問 

振
興
課 

企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

く
ち
く
ま
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　

路
線
を
追
加

‐
お
知
ら
せ
‐

   
予
約
式
乗
り
合
い
バ
ス

デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
大
変
好
評
！
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
住
宅
前（
着
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
入
口

南
紀
の
台
南

医
療
セ
ン
タ
ー
前

南
紀
の
台
北

南
紀
の
台
東

大
内
谷
入
口

緑
ヶ
丘

定
住
促
進
住
宅
前

あ
ら
ぼ
り

飛
曽
川

丹
田
台
北

丹
田
台
集
会
所
前

丹
田
台

朝
来
小
学
校（
発
） 
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